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川がせき止められダムとなって河堰湖が形成ができた
か，あるいは海水が逆流して水を満たす津波等の現象
が起こった可能性が考えられる。
　大津波の例として，これまでのところ1771年に起
こった八重山地震津波（明和大津波）が知られる。石
垣島における津波の最大遡上高は，『大波之時各村之
形行書』の記録によれば宮良村で「二十八丈二尺」
（85.4メートル）に達し，石垣島を縦断したとされて
おり，日本最高の遡上記録とされる。
　しかし，実際の数値はその半分程度だったと考えら
れ，当時の測量精度や被害地点の標高，数値計算の結
果などから，遡上高の最大は石垣島南東部で30メー
トル程度とする説があり，現在は当地域の最大波高は
30m 以上と推定されている。
　川は遡上効果でより高標高まで津波は達することか
ら考えると，この津波であるいはこれまでもあったで
あろう有史前の大津波がンタナーラの森まで達した可
能性がある。
　
⑥　海岸のサキシマスオウノキ群落との接続
　寺岡ほか（2003）が指摘しているように，現在隔離
されている渓流域の群落が，かつては河口の群落と接
続していた可能性もある。現在，サキシマスオウノキ
群落は底原ダムより下流の川沿いにはみられないが，
個体としては点在している。底原ダムより下流側の台
地部分の原植生は不明であるが，川沿いには河口から
上流まで森林が成立しサキシマスオウノキが分布して
いた可能性もある。その後，人間による開発等の影響
で台地部分の個体群が消失し，隔離分布したと考える
こともできる。

（2）ンタナーラの森の文化財としての価値について

①　ンタナーラの森には八重山地域を代表する自然林
の良好な林分が残る

　ンタナーラの森には日本の最西南端地域である八重
山地域の非石灰岩地の森林でオキナワウラジロガシ林，
スダジイ林の典型的な林分を含む。オキナワウラジロ
ガシはドングリの大きさは国内で最大の種であり，板
根が発達し森の中でも特異な景観を形成する。
　オキナワウラジロガシ林は沢沿いの湿潤な立地にオ
キナワウラジロガシの大径木が巨大な板根に支えられ
て屹立し，ヤマヒハツ，バイケイランを始め地域独特
の植物社会を形成している。

また，隣接する適潤な立地にも大径木を含むスダジイ
＝オキナワジイが群落を形成している。構成種数も多
く多様な植物相を含む特異なシイ林として八重山地域
の自然を代表する群落である。

②　サキシマスオウノキ林は力強い群落景観
　ンタナーラの森のサキシマスオウノキは小渓流の流
域の不安定な立地にあって，自身の板根で巨岩を抱き
岩石の移動を防ぎつつ自身の転倒移動を防いで成長し，
通常は生えない高標高，過湿な環境で群落を形成して
いる。根際から高く白さを帯びた板根そして主幹につ
ながり20m を超える大木からなる林冠に空隙もあっ
て存在感が大である。
　本林分の辺縁部には鋭角にすっと伸びた板根を持つ
ギランイヌビワが巨石を抱えて屹立するものがあった
り，一部は転石によって横転し再び立ち上がるものも
あって生命力の強さを感じさせる群落景観である。
　
③　文化財（天然記念物）としての価値
　天然記念物は地域の自然の歴史を語る証人としての
価値を持つもの，地域の自然多様性を物語るもの，人
と自然の関わりの中で生まれたもの等学術的価値が顕
著なものが指定されている。
　ンタナーラの森は自然林がほとんどであり，地域の
山地部のやや乾燥した森を代表するシイ林であるケナ
ガエサカキ－スダジイ群集，湿潤な谷部のオキナワウ
ラジロ群集，崩壊地のヒリュウシダ－モリヘゴ群集等
を主体とする。地域の自然を代表する典型的な群落で
ある。また，山地谷部のサキシマスオウノキ林は来歴
は現在のところ不明ながら形態および生態とも特異で
かつ，地史的な変遷を感じさせる特異な群落である。
亜熱帯域の多様な森林植生を集中的に含む地域はきわ
めて限定的な事から天然記念物指定にふさわしいもの
と思量する。
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